
No コミ協名 R7取り組むこと 開催日・会場 参加人数 R7のふりかえり 実施・未実施 開催日・会場 参加人数

１
　
明
る
く
元
気

な
地
域
づ
く
り

●子ども達をからめた地域福祉活動の取り組みを検討する
●福祉事業所と地域の交流：コトイロ日和（障がい者就労施設）と
しても地域交流を図っていく

２
　
安
全
で
安
心

な
地
域
づ
く
り

●新津一中との防災講座について、コミ協としても意識して盛り
上げる
●セーフティスタッフ活動の継続により子どもと地域住民の顔が
つながるようにする
●コミ協から過去につくった避難行動要支援者への支援体制の
確認や見直しを自治会へ呼びかける
●171を活用した連絡体制訓練を防災部として提案する

３
　
健
康
で
豊
か

な
地
域
づ
く
り

●自学ひろばの継続により、子どもと地域の交流を深める

４
　
相
談
し
や
す

い
体
制
づ
く
り

●歳末見守り事業を継続、地域の情報共有を図る
●緊急情報キットの配布・更新の取り組みをコミ協と自治会・町
内会と連携し、継続する
●緊急情報キットや困りごとに関するアンケートをまとめ、今後
に活かす（田家２）
●包括支援センターと民生委員の連携で高齢者訪問、自治会と
も気軽に連絡が取れる関係づくりを検討する

１
　
明
る
く
元
気

な
地
域
づ
く
り

●緊急情報キットの情報用紙更新に取組もう
●子どもの居場所づくりの検討を継続する
●生活支援の取り組みについても検討する
●茶の間の移動支援を継続する
・福祉施設との協力でサロンの送迎を検討する

２
　
安
全
で
安
心

な
地
域
づ
く
り

●新津一中との防災講座を継続する
●避難行動要支援者の個別の支援計画について自治会での取
組みと緊急キットの配布が連動できると良い
●福祉施設を身近な避難先としていざという時に頼りにできる
よう、地域と福祉施設が普段からつながりをつくる

３
　
健
康
で
豊
か

な
地
域
づ
く
り

●福祉事業所内に留まらず地域と一緒になったスポーツイベント
を検討する
●サロンへの送迎などにより参加しやすい形を工夫する

４
　
相
談
し
や
す

い
体
制
づ
く
り

●社会福祉法人のネットワークなどで、いつでも相談と情報交換
ができるつながりを作っておく

目指す姿

令和7年度　コミ協ごと地域福祉懇談会 開催結果一覧

6/23(月）
10：00～
コミュニティ
スペースやま
や

18名

6/27(金）
10：00～
新津地域交流
センター

12名1 新津中央

健
康
で
安
心
安
全
な
明
る
い
地
域
づ
く
り

2 新津西部

地
域
み
ん
な
が
家
族

、
支
え
合
い

、
助
け
合
い

、
見
守
り
合
う
町
を
築
こ
う

資料２



No コミ協名 R7取り組むこと 開催日・会場 参加人数 R7のふりかえり 実施・未実施 開催日・会場 参加人数目指す姿

令和7年度　コミ協ごと地域福祉懇談会 開催結果一覧 資料２

１
　
明
る
く
元
気

な
地
域
づ
く
り

●荻川あったかネットを継続する
●福祉事業所と地域の関係づくり
・祭りへの参加、認知症の出前講座、事業所の周知PRなど

２
　
安
全
で
安
心

な
地
域
づ
く
り

●福祉避難所を住民へ周知する
・福祉施設での避難訓練の実施など行う
●住民一人一人の防災意識を高める取組みを検討する
●防災に関する自治会の情報交換会を検討する

３
　
健
康
で
豊
か

な
地
域
づ
く
り

●荻川こども食堂と川口ほうかご広場との連携を継続する
●セーフティスタッフの活動を継続する
●コミセンを使った活動を検討する
●荻川やすらぎの間（地域の茶の間）をコミ恊だよりでPR

４
　
相
談
し
や
す

い
体
制
づ
く
り

●荻川あったかネット、自治会や民生委員、協力員、老人クラブ
等との連携を検討する
●緊急情報キットの配布、情報更新の取り組みを継続する（全自
治会・町内会）
●住民対象の認知症講演会を開催し、理解を更に広げる
●歳末見守り事業の配布物品を検討する

１
　
明
る
く
元
気

な
地
域
づ
く
り

①地域PTAと連携・協働、地域全体で子ども達を見守り育てる
・休日親子ふれあい広場は子どもを含めた地域が遊ぶことので
きる場として、旧満日小学校を活用しながら継続する
②元気な高齢者の力を活かす
・健康維持を進めるため、総踊り体操養成講座で、体操を広げる
る
・老人クラブの交流の場とコミ協との連携について検討する

２
　
安
全
で
安
心

な
地
域
づ
く
り

①災害から高齢者を守れるよう、満日声かけ運動など現在の活
動を継続

３
　
健
康
で
豊
か

な
地
域
づ
く
り

②“癒しの福祉ゾーン”の施設の理解を深め、交流する
・買い物送迎支援の継続。事業所利用者も一緒に買い物できる
よう、地域と一体的な取り組みを検討する
・文化祭は展示に限らず、お茶のみ等の交流できる場を設け、地
域でつながる機会を検討する

４
　
相
談
し
や
す

い
体
制
づ
く
り

①困ったときに「助けて」と言える地域に！
・声掛け訪問で民生委員等との情報共有の場やふり返り会を考
えていく

4 満日

こ
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
笑
顔
が
絶
え
な
い
住
み
よ
い
満
日
づ
く
り

7/5（土）
開催予定

👈R6ふりか

えり会で出
された方針
を記載

3 荻川

・
荻
川
を
1
つ
の
隣
組
に

・
荻
川
総
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
寝
た
き
り
ゼ
ロ
の
健
康
の
ま
ち
づ
く
り

6/19（木）
14：00～
荻川コミセン

19名



No コミ協名 R7取り組むこと 開催日・会場 参加人数 R7のふりかえり 実施・未実施 開催日・会場 参加人数目指す姿

令和7年度　コミ協ごと地域福祉懇談会 開催結果一覧 資料２

１
　
明
る
く
元
気

な
地
域
づ
く
り

●サロン大広間（新町）では二小の児童と夏休みに交流する

２
　
安
全
で
安
心

な
地
域
づ
く
り

●家族票に緊急連絡先の記入箇所を設けた
●避難行動要支援者の情報について、組長会議の際に地図で確
認する取り組みをしている

３
　
健
康
で
豊
か

な
地
域
づ
く
り

・ふれあい健康づくりの集いや地域の茶の間・サロンの継続
・福祉委員と常任委員の合同研修会の継続

４
　
相
談
し
や
す

い
体
制
づ
く
り

●歳末見守り事業の継続と配布物の検討
●孤独、孤立課題、見守り活動は多様な方法で検討
●北上でごみ出しの個人ボラの周知を検討する
●飯柳で生活支援（ゴミ出し支援）がスタート、しくみ化してより
良い方法を検討する
●高齢者等の移動の課題は検討継続する

１
　
明
る
く
元
気

な
地
域
づ
く
り

・阿賀満にじいろまつりはじめ、各自治会の夏祭りなど既存
の活動を継続

２
　
安
全
で
安
心

な
地
域
づ
く
り

●緊急情報キットを必要な人に配布すること・更新の声かけを行
う
●自治会ごとの見守りの取り組みをすすめるほか、コミ協として
の見守り活動を検討する
●避難所運営についての研修会を計画、実施する

３
　
健
康
で
豊
か

な
地
域
づ
く
り

・ソフトバレー大会やフロアカーリング大会など既存の活動
を継続する

４
　
相
談
し
や
す

い
体
制
づ
く
り

●緊急情報キット配布や自治会の見守り活動などを通して相談
しやすい地域を目指す

6 阿賀浦

み
ん
な
で
作
ろ
う
ー
地
域
の
絆
ー

6/25（水）
13：30～
地域学園

14名

5 新津東部

出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
見
守
り
・
支
え
合
い

6/18（水）
10：00～
勤労青少年
ホームグルー
プ室

7名



No コミ協名 R7取り組むこと 開催日・会場 参加人数 R7のふりかえり 実施・未実施 開催日・会場 参加人数目指す姿

令和7年度　コミ協ごと地域福祉懇談会 開催結果一覧 資料２

１
　
明
る
く
元
気

な
地
域
づ
く
り

●新たな担い手の育成
・新関の未来を考えよう、と集まった20名の若い世代について、
地域に参加し続けられるよう参画しやすい活動を工夫する
・60代の方や女性のチカラを取り入れられるように現役員が声
かけをしていく
・行事を通して地域人材とつながる…児童クラブの夏休み大学
生ボランティア、大関まつりの若手会など

２
　
安
全
で
安
心

な
地
域
づ
く
り

●三者合同避難訓練を水害をテーマに実施
●避難所運営マニュアルの改訂、災害図上訓練についてはその
後、実施を検討する
●青色パトロール…子どもと顔の見える関係をつくるため、4月
には地域の見守り隊と一緒に下校した
・熊が出たなどの情報を地域に知らせる役目も担うことができ
ている

３
　
健
康
で
豊
か

な
地
域
づ
く
り

●男性の参加しやすい活動を盛り上げる
・グランドゴルフなどのスポーツを盛り上げる
●地域の茶の間での健康講話を継続する
●健康講演会の企画
・昨年度実施内容は参加者に好評、今年度も健康づくりをテーマ
に住民の関心が高い内容を検討する

４
　
相
談
し
や
す

い
体
制
づ
く
り

●青色パトロールや地域の茶の間活動など、コミ協の活動を発
信し、地域住民が気軽に相談しやすい地域づくりをすすめる
●移動の課題に向き合い、バスの経路を検討するなど、地域住
民に直接役立つ活動を継続する

１
　
明
る
く
元
気

な
地
域
づ
く
り

●愛さつ運動は年1回だが、日々の声かけも啓発

２
　
安
全
で
安
心

な
地
域
づ
く
り

●災害時の連絡網の確認、自治会長との連絡ツールを確立する
●消防団など地域の役員の活動を住民にPRする
・情報発信のためにSNSの開設を行う
●防災訓練は起震車による体験も行う（10/26）

３
　
健
康
で
豊
か

な
地
域
づ
く
り

●コミセンサロンの周知と参加案内を工夫する
・児童や生徒も一緒に参加できる形を検討する
・サロンへの送迎もPRする
●サロンのない自治会での取り組みを模索する

４
　
相
談
し
や
す

い
体
制
づ
く
り

●事業としての見守り訪問活動以外に自治会で取り組みやすい
形の日常的な見守りを検討する
・チラシ配布や募金案内など手渡しする機会を活用する等

8 小合

住
み
た
い
小
合

住
み
つ
づ
け
た
い
小
合

6/24（火）
14：30～
小合地区コミ
セン

14名

7 新関

笑
顔
い
っ
ぱ
い
元
気
い
っ
ぱ
い
夢
い
っ
ぱ
い

6/24（火）
10：00～
新関コミセン

12名



No コミ協名 R7取り組むこと 開催日・会場 参加人数 R7のふりかえり 実施・未実施 開催日・会場 参加人数目指す姿

令和7年度　コミ協ごと地域福祉懇談会 開催結果一覧 資料２

１
　
明
る
く
元
気

な
地
域
づ
く
り

●子どもの居場所が7月からスタート、地域でも盛り上げる
・現在も自然に子どもたちがコミセンに寄るので、良い雰囲気を
継続できるように工夫する

２
　
安
全
で
安
心

な
地
域
づ
く
り

●金津小学校を避難所とする３自治会で避難所運営訓練を行う
●各自治会の防災訓練の工夫を継続し、マンネリ化を防ぐ
●防災無線を活用して挨拶と見守りを強化する

３
　
健
康
で
豊
か

な
地
域
づ
く
り

●10/5、第61回を数える運動会を開催、地域を超えた参加を
呼びかける
●各自治会のサロンは高齢者が笑顔で参加する健康づくりの
場、今後も工夫しながら盛り上げていく

４
　
相
談
し
や
す

い
体
制
づ
く
り

●自治会と民生委員のつながりを深める取組みを継続する
・民協から自治会代議員会への働きかけ
・各自治会内の役員会に民生委員が参加する
・様々な地域行事を通して連携を深める
●地区社協の取組みの発信に努め、見守りの取組みが広がるよ
うに働きかけを行う

１
　
明
る
く
元
気

な
地
域
づ
く
り

●移動支援について、買い物支援継続と新たな課題検討
・タクシーが不便になり、高齢者等の通院の課題が出てきてい
る。移動の課題委員会の立ち上げを検討する

２
　
安
全
で
安
心

な
地
域
づ
く
り

●子どもたちがいつでも行ける場所の検討
・福祉施設などを活用した居場所の提供の可能性も検討する

３
　
健
康
で
豊
か

な
地
域
づ
く
り

●より良い地域の茶の間運営に向けた検討
・小向の茶の間では第2の茶の間（夜の部）の開催も実施してい
るほか、運営委員会方式がうまくいっている

→茶の間の交流や情報交換の場が欲しい

・茶の間への移動の課題についても検討する

４
　
相
談
し
や
す

い
体
制
づ
く
り

●お手伝い隊の周知方法やチラシの工夫
・未就園児のいる世帯への情報発信が課題、良い方法を検討す
る

10 小須戸

ま
ち
セ
ン
は
　
人
と
の
絆
を
深
め
る

支
え
あ
い
の
場

6/17（火）
13：30～
小須戸まちづ
くりセンター

12名

9 金津

我
が
郷
土

さ
わ
や
か
に
一
声
か
け
　
笑
顔
で
育
む
共
助
の
思
い

6/29（日）
13：00～
金津地区コミ
セン

22名



No コミ協名 R7取り組むこと 開催日・会場 参加人数 R7のふりかえり 実施・未実施 開催日・会場 参加人数目指す姿

令和7年度　コミ協ごと地域福祉懇談会 開催結果一覧 資料２

１
　
明
る
く
元
気

な
地
域
づ
く
り

●ふれあいまつり、子どもの保護者向けにInstagramで発信し
ている（児童の企画委員も25名集まった）
・子どもの活躍できる場を地域の大人がつくれるよう検討継続
●ふれあいの杜でもInstagramを開始、継続する
●地域の茶の間いこてばこいてばへの送迎を福祉施設との協定
で開始、今後は買い物等生活支援もできるか検討する

２
　
安
全
で
安
心

な
地
域
づ
く
り

●小中学校合同防災訓練は11/8（土）に開催を予定、内容につ
いては避難所体験などを検討している
・福祉施設もBCPなどで地域とのつながりを模索する
・子どもが活躍できる場や機会を検討する
●防犯ステッカーを福祉事業所の車両に貼るなどの依頼を行う

３
　
健
康
で
豊
か

な
地
域
づ
く
り

・菩提寺山ハイキングや花いっぱい運動など、既存の活動を
継続

４
　
相
談
し
や
す

い
体
制
づ
く
り

●歳末見守り事業…中学生ボランティアの募集を工夫する
・自治会との協力連携は区社協から自治会に向けて説明する
●ほほえみ（障がい事業所）とのつながりは花植え活動や水やり活動の
継続で深める
●水やり活動について舟戸クラブでの実施を地域もとりこんでできる
よう検討する
●人知笑会（生活支援）の協力ボラが高齢化、コミ協通信で募集する

11 山の手

元
気
な
あ
い
さ
つ

笑
顔
あ
ふ
れ
る

山
の
手

6/19（木）
18：00～
小須戸地区ふ
れあい会館

15名


